
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご来場の皆様へ（お願い） 

 

1. 作業スケジュールの時間は、対象事業により前後することがあります。 

2. どの事業でも自由に見学（傍聴）していただけます。また、仕分け作業中の入退室も 

自由にできます。 

3. 仕分け作業中は、静かに傍聴してください。作業内容に公然と批評を加えたり、拍手 

その他の方法により賛成、反対などの意向を表明したりすることはできません。 

4. 会場内に、仕分け事業に対して傍聴者の意思を表明するもの（例：のぼり、旗、プラ 

カード、横断幕など）を持ち込むことはできません。 

5. 携帯電話は、マナーモードにするか、電源をお切りください。 

6. 喫煙、飲食は、所定の場所で行ってください。 

7. 写真撮影、録画、録音を行う場合は、受付にお申し出ください。 

8. その他、市職員の指示に従ってください。 

9. お帰りの際、事業仕分けに関するアンケートにご協力をお願いします。 



 

事業仕分事業仕分事業仕分事業仕分けけけけ会場案内図会場案内図会場案内図会場案内図（（（（あいあいあいあいあいあいあいあい２２２２FFFF）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会議室 

 
子

ど
も

総
合

支
援

室
 

 

  

教
養

娯
楽

室
 

栄
養

指
導

室
 

  

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
 

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

室
 

相談室 

視
聴

覚
室
 

生
き

が
い

工
作

室
  

録
音

室
 

 

 

 

 

 

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ル
ー

ム
 

Ｅ

Ｖ 
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次説明者控次説明者控次説明者控次説明者控ええええ席席席席    

出入口出入口出入口出入口 

    

出入口出入口出入口出入口 

    

出入口出入口出入口出入口 

    

出入口出入口出入口出入口 

次説明者控次説明者控次説明者控次説明者控ええええ席席席席    

ＤＤＤＤ班班班班    次
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控
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控
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控
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委員委員委員委員    

委員委員委員委員    

ｺｰﾃｺｰﾃｺｰﾃｺｰﾃﾞ゙゙゙ｨﾈｰﾀｰｨﾈｰﾀｰｨﾈｰﾀｰｨﾈｰﾀｰ    
説明者説明者説明者説明者    

 

委員委員委員委員    

委員委員委員委員    

ｺｰﾃｺｰﾃｺｰﾃｺｰﾃﾞ゙゙゙ｨﾈｰﾀｰｨﾈｰﾀｰｨﾈｰﾀｰｨﾈｰﾀｰ    
説明者説明者説明者説明者    

 

委員委員委員委員    

委員委員委員委員    

ｺｰﾃｺｰﾃｺｰﾃｺｰﾃﾞ゙゙゙ｨﾈｰﾀｰｨﾈｰﾀｰｨﾈｰﾀｰｨﾈｰﾀｰ    
説明者説明者説明者説明者    

委員委員委員委員    

委員委員委員委員    

ｺｰﾃｺｰﾃｺｰﾃｺｰﾃﾞ゙゙゙ｨﾈｰﾀｰｨﾈｰﾀｰｨﾈｰﾀｰｨﾈｰﾀｰ    
説明者説明者説明者説明者    

 

書記書記書記書記    

書記書記書記書記    

書記書記書記書記    

    

    

傍聴席傍聴席傍聴席傍聴席    

ＣＣＣＣ班班班班    

ＢＢＢＢ班班班班    

ＡＡＡＡ班班班班    

    

傍聴席傍聴席傍聴席傍聴席    

    

傍聴席傍聴席傍聴席傍聴席    

    

傍聴席傍聴席傍聴席傍聴席    

 

 



 

事業仕分事業仕分事業仕分事業仕分けけけけ採決採決採決採決のののの区分区分区分区分                                                    事業事業事業事業仕分仕分仕分仕分けけけけ作業作業作業作業のののの進進進進めめめめ方方方方                                                                                

対象事業は、次の区分に基づいて判定します。        事業仕分けは、次のステップで行います。 

 

 

 

 

 

 

事業仕分事業仕分事業仕分事業仕分けけけけ・・・・地域事業組成地域事業組成地域事業組成地域事業組成のののの考考考考ええええ方方方方    

    

 

 
事業説明 

質疑応答・議論 

評価・仕分け 

●担当室が自己紹介し、事前に配布している資料に沿

って、事業の目的、内容、進捗状況、資金、課題な

どを補足説明します。（５分） 

●委員が事業目的の達成手段、効果・効率性、最も望

ましい実施主体などについて質問を行い、担当室と

議論します。（２０分） 

●チェックシートを記入し、札上げ（採決）を行いま

す。また、どのように考えたか、各委員一言ずつコ

メントします。（５分） 

1 事業あたり 

３０分程度 

事業仕分事業仕分事業仕分事業仕分けけけけ    

    

１１１１．．．．廃止廃止廃止廃止（（（（市市市市でもでもでもでも民間民間民間民間でもでもでもでも不要不要不要不要））））    

    

２２２２．．．．国国国国、、、、県県県県がががが実施実施実施実施すべきすべきすべきすべき    

    

３３３３．．．．市実施市実施市実施市実施、、、、現行現行現行現行どおりどおりどおりどおり    

    

４４４４．．．．事業事業事業事業のののの内容内容内容内容・・・・規模見直規模見直規模見直規模見直しししし    

    

５５５５．．．．民間委託等手法見直民間委託等手法見直民間委託等手法見直民間委託等手法見直しししし    

    

６６６６．．．．民間化民間化民間化民間化（（（（地域団体地域団体地域団体地域団体、、、、NPONPONPONPO 含含含含むむむむ。）。）。）。）    

 

 
市が実施すべきであるとして、 
直接実施する必要があるか 

６６６６．．．．民間民間民間民間（（（（民営化民営化民営化民営化））））    
・民間企業 
・公益法人 
・地域団体 

 

１１１１．．．．廃止廃止廃止廃止    
本当に市が行わなければならないか

（市が関与すべきか） 

いいえいいえいいえいいえ    

いいえいいえいいえいいえ    

はいはいはいはい    

はいはいはいはい    

３３３３．．．．現行現行現行現行どおりどおりどおりどおり（市直営） 

できないできないできないできない    

２２２２．．．．国国国国、、、、県県県県    

４４４４．．．．規模規模規模規模・・・・内容内容内容内容のののの見直見直見直見直しししし    

「利用ニーズの再把握」、「事業内容の抜本的見直し」、「事業の統合・段階的廃止」、「事業規模の縮

小・拡大」、「業務処理の効率化」、「財源確保の努力」、「補助金の縮小・拡大」など 

はいはいはいはい    

５５５５．．．．民間民間民間民間委託委託委託委託化化化化    
・民間企業 ・公益法人 ・地域団体 

 

市が直営で行うとして、 
事業の見直をする必要があるか 

いいえいいえいいえいいえ    

※廃止すべき事業とは、市としても民間としても必要（ニーズ）が無い事業です。また、民間化（民営化）すべ

き事業とは、民間企業等がすでに行っているか、行える事業で、市が行う必要が無い事業です。  

※なお、この判定結果は、そのまま採用するわけ

ではなく、担当室が、一旦、持ち帰って検討し、

方向性を決定のうえ、次年度以降の予算に反映

していくようにします。 



平成平成平成平成20202020年度年度年度年度「「「「事業仕分事業仕分事業仕分事業仕分けけけけ」」」」時間割表時間割表時間割表時間割表

Ａ Ａ Ａ Ａ 班班班班 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 班班班班

予定時間 № 事業名 担当室 予定時間 № 事業名 担当室

１０：３０～１１：００ １ 亀山市防犯委員会助成事業 危機管理室 １０：３０～１１：００ １ 霊柩車配車、祭壇貸出事業 戸籍市民室

１１：００～１１：３０ ２ 暴力追放亀山市民会議補助事業 危機管理室 １１：００～１１：３０ ２ 関宿ふるさと会館管理運営補助事業 産業・観光振興室

１１：４０～１２：１０ ３ 交流連携事業 市民相談・協働推進室 １１：４０～１２：１０ ３ 亀山宿語り部の会事務局業務 産業・観光振興室

１３：００～１３：３０ ４ 関文化交流センター施設管理事業 市民相談・協働推進室 １３：００～１３：３０ ４ 犬猫避妊等手術費助成事業 健康推進室

１３：３０～１４：００ ５ 交通安全対策事業 市民相談・協働推進室 １３：３０～１４：００ ５ 母と子のよい歯のコンクール事業 健康推進室

１４：１０～１４：４０ ６ 鈴鹿川クリーン作戦事業 まちづくり保全室 １４：１０～１４：４０ ６ リバイバル映画会、テレホン童話事業 図書館

１４：４０～１５：１０ ７ 道路パトロール及び道路維持事業 まちづくり保全室 １４：４０～１５：１０ ７ 関図書館運営管理事業 図書館

１５：２０～１５：５０ ８ 環境パトロール事業 環境森林保全室 １５：２０～１５：５０ ８

職員採用並びに期限付嘱託及び臨時

職員の雇用業務

人材育成室

１５：５０～１６：２０ ９ 家電４品目リサイクル対策業務 廃棄物対策室 １５：５０～１６：２０ ９ 屋外広告物規制監視事業 まちづくり推進室

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 班班班班 Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ 班班班班

予定時間 № 事業名 担当室 予定時間 № 事業名 担当室

１０：３０～１１：００ １ 児童センター管理運営事業 地域福祉室 １０：３０～１１：００ １ 国有財産管理業務 農政室

１１：００～１１：３０ ２ 高齢者敬老祝金等給付事業 高齢・障害支援室 １１：００～１１：３０ ２ 茶業振興事業（亀山青空お茶まつり） 農政室

１１：４０～１２：１０ ３ スポーツ振興事業 スポーツ振興室 １１：４０～１２：１０ ３ 棚田保全事業 農政室

１３：００～１３：３０ ４ 亀山市地区衛生組織連合会補助事業 環境保全対策室 １３：００～１３：３０ ４ 成人式開催事業 生涯学習室

１３：３０～１４：００ ５ 里山公園管理事業（環境再生事業） 環境保全対策室 １３：３０～１４：００ ５ 鈴鹿峠自然の家施設管理事業 生涯学習室

１４：１０～１４：４０ ６ 通園・通学バス運行管理事業 教育総務室 １４：１０～１４：４０ ６ 同報無線通報業務 市民サービス室

１４：４０～１５：１０ ７ 関幼稚園預かり保育事業 関幼稚園（教育総務室） １４：４０～１５：１０ ７ みどりの少年隊活動補助事業 市民サービス室

１５：２０～１５：５０ ８ マイクロバス運転業務 財務室 １５：２０～１５：５０ ８ 加太出張所業務 市民サービス室

１５：５０～１６：２０ ９ 電話交換業務 財務室 １５：５０～１６：２０ ９ 市長選挙事務 選挙管理委員会事務局

休憩（１０分）

昼食（１２：１０～１３：００）

休憩（１０分）

休憩（１０分）

休憩（１０分）

昼食（１２：１０～１３：００）

休憩（１０分）

休憩（１０分）

休憩（１０分）

昼食（１２：１０～１３：００）

休憩（１０分）

休憩（１０分）

休憩（１０分）

昼食（１２：１０～１３：００）

休憩（１０分）

休憩（１０分）

    



「「「「事業概要表事業概要表事業概要表事業概要表」」」」記載事項記載事項記載事項記載事項のののの補足説明補足説明補足説明補足説明

事事事事　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　概概概概　　　　　　　　要要要要　　　　　　　　表 表 表 表 

廃止したときの影響国、県の補助金の動向近隣市町の状況人件費臨時・嘱託・再雇用職員 市における類似事業従事人数（人） H20見込

事業概要施設概要事業目的・事業の位置づけ（首長公約、マニフェスト、総合計画、緊急度など）
指標名指標の推移これまでの成果 成果の内容 目標値単位 Ｈ20実績 Ｈ19実績 Ｈ20見込 目標値単位対象者名対象者の推移 Ｈ20実績 Ｈ19実績 Ｈ20見込対象者の状況 将来の動向

対象者あたり一般財源充当額 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

H18実績 H19実績

平成　　年度 平成　　年度～ 事業種別事業名称事業期間 根拠条例記入者事業の経緯
H20見込　　　使用料・手数料　【収入】　　　　　　　　　　　　　千円　　　国支出金　（補助率　　　　　　）　　　県支出金　（補助率　　　　　　） 0　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 0 0収入合計 0 0　【支出】　　　　　　　　　　　　　千円 H18実績 H19実績人件費 正規職員 従事人数（人）人件費　　　事業費（予算・決算上） 0H19実績 H20見込事業費0 0 0

委託の現状
H18実績支出合計 0 0 0　【収支】　　　　　　　　　　　　　千円

受け皿の存在民間委託

その他特記事項（事業仕分けにかけたい理由、留意すべき点など）
一般財源充当額

主な事業費(H20見込） 事業名称 事業概要

事務事業№必須業務の有無担当部課根拠法令
ＡＡＡＡ

ＢＢＢＢ

≪室・職員提案≫

　今年度募集した提案の概要

≪ワーキング指摘≫

　行革ワーキングの提案、意見

≪室の意向≫

　事業概要調査時に室が示した方向性

※「室・職員提案」と「室の意向」が同じような内容の

場合

　　は、「室の意向」を記載しています。

※あくまで仕分け対象事業選定のきっかけであり、

　　直接の原因となっていない場合もあります。

≪正規職員≫

基本的に平成20年度の年間予想実

労日数から従事人数（歩係）を算出

し、各年度の平均給与（H18：7,357

千円、H19：7,324千円、H20：7,496千

円）をかけて算出しています。

≪臨時等職員≫

基本的には、決算（見込み）額。ただ

し、複数事業を担当している場合

は、[日給×実労日数]等の方法で別

途計算しています。また、従事人数

（歩係）も実績に応じて別途計算して

います。

対象者あたりの一般財源充当額は、それ

ぞれの年度の『一般財源充当額／対象

（者）数』となっています。

計算式 ： Ｂ ÷ Ａ （少数第１位未満切上）

※数値僅少の場合は、明確になるよう補正

　している場合があります。

事業開始の経緯、これまでの見直し状

況を記載しています。

事業や施設の概要を記載しています。

事業の成果を示す量的指標を提示しています。

職員の年間稼動に即して従事

人数を計算しています。

支出－収入

事業を構成する主な事業とその概要、事業

費を記載しています。

根拠法令、条例など「そもそも、なぜその事業を

市がしなければならないのか」を記載していま

す。

総合計画ほか主要な計画との関連など

を記載しています。

民間委託、指定管理者制度活用の現状を記載して

います。

他部署における類似事業を記載しています。

同様なサービスを行っている民間事業者、ＮＰ

Ｏ等の有無を記載しています。

本事業について近隣市町の状況を記載しています。

本事業を廃止した場合に予想される影響を記載し

ています。

今後の対象者の量的、質的変化を記載しています。

国や県の補助金交付に関する状況を記載しています。

    

    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表    

事業名称 亀山市防犯委員会助成事業 事業種別 補助金 担当部室 102 危機管理室 事業番号 1 

事業期間 昭和 60 年  ～    記入者 小林恵太 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

市民の防犯思想の高揚を図るとともに具体的な防犯対策を実施することに

より、犯罪のない明るい社会を実現することを目的として、市内各地域の推

薦を受けた委員により、活動を行っている。 

成果の内容 
防犯委員は各コミュニティを中心とした地域防犯活動のリーダーとして貢献

し、地域防犯力の向上に寄与している。 

指標名 亀山警察署管内における刑法犯罪発生件数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
件／年 709 561 500  

事業概要 

施設概要 

コミュニティから推薦された防犯委員により組織された防犯活動団体への

助成金交付、主に防犯週間での啓発活動、コミュニティ単位における懇談会

の開催、納涼大会における防犯パトロールなどを実施している。 

対象者名 防犯委員 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 58 65 64  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 第 1 次亀山市総合計画 3（7）⑨防犯対策の充実「市民の防犯意識を高め、地

域の連帯意識の向上を図り、地域、学校、行政などが一体となった不審者な

どに対する防犯活動を推進します。」 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

地域が必要とする防犯委員数は改選時に地域で決めている。H19 改選時に大幅

に増加したものの、今後は同数程度で推移すると思われる。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

補助金： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 
0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

亀山地区防犯協会・・・現在の地区防犯協会の下部組織として、位置づけるの

であれば、受け皿となり得る。 

各地区コミュニティ・・・各地区コミュニティの認識を深め、活動事業に防犯

委員を明確に位置づけることによって、受け皿となり得る。 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.21 0.21 0.21 正規職員 
人件費 1,545 1,539 1,575 従事人数(人)    

市における類似事業 地区防犯協会への補助金交付事業（同室）[地区防犯協会の事務局は、亀山警察

署生活安全課内に設置されており、その運営費に補助金を支出している。]、青

少年補導センター事業（生涯学習室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 360 360 360 

支出合計 1,905 1,899 1,935 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 1,905 1,899 1,935 

近隣市町の状況 

四日市市、鈴鹿市では、同様の団体は無し。津市は、津市防犯協会として、主

に防犯啓発や防犯灯の設置補助を行っており、市が事務局を担っている。近年、

自治会又はコミュニティで児童生徒の見守り活動や自主防犯組織を立ち上げる

地域が増えてきており、防犯委員会の役割や存在意義が問われている。 

対象者あたり一般財源充当額 32.9 29.3 30.3 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 補助金  360    

廃止した時の影響 
亀山地区防犯協会及び、各地区コミュニティや自治会を主体とした防犯活動が

主体となる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫地区防犯協会と防犯委員会の目的及び活動は酷似しており、組織

統合を図った方が効果・効率的である。また、補導委員の活動とも重複してお

り、内容を見直して一本化を図るべきである。 

ＡＡＡＡ班班班班－－－－１１１１    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 暴力追放亀山市民会議補助事業 事業種別 補助金 担当部室 102 危機管理室 事業番号 2 

事業期間 平成 4 年  ～    記入者 堤 大介 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

市民や暴力追放に取り組む各種団体が連携し、平和で明るい亀山市を築くこ

とを目的として設置され、暴力追放運動の推進を図っている。 

成果の内容 
市民の暴力排除意識の高揚、暴力団被害の抑制及び申告の促進 

指標名 亀山警察署管内における暴力団関連事案相談件数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
件／年 5 3 2  

事業概要 

施設概要 

各外郭団体からなる暴力追放運動組織（暴力追放会議）への補助金の交付を

行っている。なお、補助金は、暴力追放会議の啓発活動費用（啓発物品の購

入、チラシ作成等、電話相談の FAX 使用料）の一部に充てられている。 

対象者名 市民会議委員数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 46 46 45  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 市民の暴力排除意識の高揚、暴力団被害の抑制及び申告の促進のため。なお、

各種計画等に位置づけはない。 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

今後も同数程度で推移するものと思われる。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

補助金： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

当会議においては、亀山警察署長が顧問、刑事課長、係長が参与として活動へ

の助言、協力をいただいており、暴力追放活動に精通していることから受皿に

なりうる。 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.01 0.01 0.01 正規職員 
人件費 74 74 75 従事人数(人)    

市における類似事業 亀山市防犯委員会助成金（同室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 540 540 540 

支出合計 614 614 615 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 614 614 615 

近隣市町の状況 

広域的な組織を含め、県内すべての地域において市・町民会議を設置し、また

事務局を担っている。 

対象者あたり一般財源充当額 13.4 13.4 13.7 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 補助金  540    

廃止した時の影響 
亀山警察署による対策のみとなる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫補助金額に見合った活動が行われていない。補助額を見直す、あ

るいは会議構成の見直しが必要ではないか。 

ＡＡＡＡ班班班班－－－－２２２２    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 交流連携事業 事業種別 直営 担当部室 141 市民相談・協働推進室 事業番号 8 

事業期間 平成 13 年  ～    記入者 草川奈美 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

平成１３年１月２１日にスタート。以来、毎月２１日に市民が語り合う「市

民交流の日」を現在まで続けている。今年度はいろいろな立場の人が集まり

やすいように時間帯を一部変更し、よりよい交流の日を目指している。 

成果の内容 
市民間の交流だけに留まらず、新たな市民活動団体の設立にも繋がっており、

市民活動の活性化に有意義な場となっている。 

指標名 参加者 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人 265 219 231  

事業概要 

施設概要 

毎月２１日「きらめき亀山２１」運営事務（事項書作成、議事録を市民活動

ニュースに掲載、市広報へのお知らせ掲載） 

対象者名 市民（毎年度４月） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 48,820 49,110 50,001  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 第 1 次亀山市総合計画 2（2）③市民交流の促進「市民や市民活動団体の交流

を促し相互理解と連帯感の醸成を図るため、イベントの開催等による交流の

機会と場の提供を行ないます。」 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

参加者数に大きな増減は見られないが、参加者の顔ぶれが変化し、新しい考え

方・新しい意識が芽生える。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

なし 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.4 0.4 0.4 正規職員 
人件費 2,943 2,930 2,999 従事人数(人)    

市における類似事業 なし 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上）    

支出合計 2,943 2,930 2,999 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 2,943 2,930 2,999 

近隣市町の状況 

市民主導の定例会については近隣に見当たらない。 

対象者あたり一般財源充当額 0.1 0.1 0.1 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし       

廃止した時の影響 
市民同士が共に考え、勉強し、話し合う場所がなくなることで市民参画意識の

低下が考えられる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫定着化した市民活動の自立を図るため、完全民間主導としていく

べき。 

ＡＡＡＡ班班班班－－－－３３３３    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 関文化交流センター施設管理事業 事業種別 直営 担当部室 141 市民相談・協働推進室 事業番号 7 

事業期間 平成 17 年  ～    記入者 前川重喜 

根拠法令 なし 

根拠条例 関文化交流センター条例 

必須業務の有無 有 

事業の経緯 

関町時代に町民会館として建設され平成１７年１月１１日市町村合併によ

り亀山市の施設となり、関文化交流センターと名づけ関地域の５つ地域のコ

ミュニティセンターとして位置付けされている。 

成果の内容 
中核的施設としての地位が確立されており、見学者に対する公開だけでなく、

地元住民団体等の活動の場ともなっている。 

指標名 入館者の数（図書館含） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人／年 18,670（24，018） 16,596（22，665） 17,000（22，700）  

事業概要 

施設概要 

複数人の臨時職員が交代で施設の維持、運営管理を行っている。施設内には

関の図書室（図書館所管）があり、会議室、調理室、ホール等がある。 

対象者名 一般利用者 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 15,695 13,659 13,500  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 地域の自主的な活動を支援し、もって市民の文化及び教養の向上並びに社会

福祉の増進を図るため（条例） 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

コミュニティ活動だけでなく、地域住民団体等の活動の場ともなっていく。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料 390 253 230 

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

一部委託：自動ドア等保守管理等施設設備の点検を専門業者に委託している。 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 390 253 230 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

亀山地区は、コミュニティが指定管理者となっている。 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.05 0.05 0.05 正規職員 
人件費 368 367 375 従事人数(人) 2.32 2.32 2.32 

市における類似事業 亀山市内にコミュニティセンターが２０施設存在する 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費 4,265 4,510 5,021 

事業費（予算・決算上） 9,454 13,541 7,438 

支出合計 14,087 18,418 12,834 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 13,697 18,165 12,604 

近隣市町の状況 

鈴鹿市では、コミュニティセンターは全て指定管理者制度で運営している。 

対象者あたり一般財源充当額 0.9 1.4 1 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 施設維持管理 光熱水費、修繕費、庭園管理等 7,438    

廃止した時の影響 
５つのコミュニティ施設の建築が必要である。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫指定管理者制度の導入が可能であるように思われる。地区コミュ

ニティーセンターは指定管理者制度を導入している。また地域の受け皿も存在

する。 

ＡＡＡＡ班班班班－－－－４４４４    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 交通安全対策事業 事業種別 直営 担当部室 141 市民相談・協働推進室 事業番号 6 

事業期間 不明   ～    記入者 草川奈美 

根拠法令 交通安全対策基本法第３８条 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 有 

事業の経緯 

交通安全対策基本法に基づき、市町も積極的に交通安全施策を推進する必要

があり、特に児童や高齢者など交通弱者の交通事故防止対策に力を入れてき

た。 

成果の内容 
交通安全対策の成果は、年度ごとの数値で測るものではなく、長期間の変化で

測るものと考えるが、年度で見ても大きな増がない。 

指標名 事故総数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
件／年 1,814 1,746 1,750  

事業概要 

施設概要 

亀山市交通安全教育推進員委嘱・研修会業務、四季の交通安全運動期間中に、

啓発活動等の実施、高齢者等を対象に交通安全研修を実施、ソフト事業（啓

発活動）を実施。亀山地区交通安全協会への補助金交付。なお、同協会は、

亀山市交通安全対策協議会のメンバーである。 

対象者名 市民（高齢者）※毎年度 4月 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 48,820（13,035） 49,110（13,339） 50,001（13,803）  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 
第 1 次亀山市総合計画 3（7）7 交通安全対策の充実「◇交通安全協会と保育

所、幼稚園、小中学校、老人クラブなどが連携して、交通安全教育を推進し

ます。また、交通弱者から見た交通事故危険箇所を把握し、その情報を積極

的に提供します。◇交通安全協会や交通安全対策協議会を中心に、交通マナ

ーやルールの周知徹底に努め、交通安全意識の高揚を図ります。」 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

自動車数・歩行者数など交通する人の数は微増する。また、高齢化により高齢

運転者が増加する。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

補助金：亀山地区交通安全協会へ補助金を交付（啓発活動（チラシ）や教育資

材（パンフレット）等に使用されている）。 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

なし 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.19 0.19 0.19 正規職員 
人件費 1,398 1,392 1,425 従事人数(人)    

市における類似事業 なし 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 1,675 1,686 2,150 

支出合計 3,073 3,078 3,575 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 3,073 3,078 3,575 

近隣市町の状況 

県、松阪市や津市などは交通安全教育指導員を委嘱（報酬あり）し、高齢者等

の教育活動を行っている。交通安全協会へは、三重県警、県からは委託料が支

払われている。また、四日市、鈴鹿市、桑名市は補助金自体はなく、市が購入

した啓発物品を協会の求めに応じて渡している。 

対象者あたり一般財源充当額 0.06 0.06 0.07 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 全国組織の全日本交通安全協会へ内閣府より１千万円。 亀山地区交通安全協会補助金 啓発活動や教育資材（チラシ、パンフの配布）等 450    

廃止した時の影響 

交通安全意識が低下する。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫近年、自動車運転経験者の高齢者が増加しているが、警察の業務

範囲ではないか。補助金の使い道等、不明な点があるため、不要と思われる。 

≪ワーキング指摘≫なぜ、市が補助金を交付しないといけないのか目的が明確

でない。 

ＡＡＡＡ班班班班－－－－５５５５    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 鈴鹿川クリーン作戦事業 事業種別 直営 担当部室 195 まちづくり保全室 事業番号 28 

事業期間 平成 13 年  ～    記入者 長瀬 聡 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

中部地方整備局管内においては平成１１年度から、三重河川国道事務所管内

においては平成１３年度から実施している。 

成果の内容 
河川の美化。自然環境への愛護意識の啓発の端緒となっている。 

指標名 参加者数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人 216 324 350  

事業概要 

施設概要 

鈴鹿川の清掃(国交省主催)に参加する。市は、呼びかけ人となり、一般公募、

事業者の従業員等ボランティアを募っている。ＰＲチラシ・ポスターの作成、

手袋・はさみ等必要物品、参加者の保険、ゴミの回収処分は、国交省が行い、

ゴミ袋だけ市が提供している。 

対象者名 市内企業の従業員、一般公募者 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 216 324 350  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 豊かな自然の保全②水辺環境の保全「水辺の美観については､清掃活動や草

刈など美化活動を推進する」、ごみ減量と再使用・再生利用の推進④不法投

棄の防止「国道や林道などのクリーン作戦等の美化運動を推進する。」 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

環境に対する意識高揚のため参加者増加の可能性大 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

国土交通省 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.13 0.13 0.13 正規職員 
人件費 957 953 975 従事人数(人)    

市における類似事業 クリーン作戦（亀山市地区衛生組織連合会：環境保全対策室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上）    

支出合計 957 953 975 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 957 953 975 

近隣市町の状況 

四日市市・鈴鹿市も呼びかけ人として同様にクリーン作戦に参加している。 

対象者あたり一般財源充当額 4.5 3 2.8 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし       

廃止した時の影響 
国土交通省単独で実施しなければならなくなる。また、河川の環境悪化、自然

環境への愛護意識の低下が懸念される。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪ワーキング指摘≫当初、国交省イベントに参加していただけのものが、年々、

市の役割分担が増えているようであるので、事業のあり方について今一度確認

しておくべきでないか。 

ＡＡＡＡ班班班班－－－－６６６６    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 道路パトロール及び道路維持事業 事業種別 直営 担当部室 195 まちづくり保全室 事業番号 27 

事業期間 不明   ～    記入者 上田隆司 

根拠法令 道路法第 16条、42条 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 有 

事業の経緯 

過去から道路パトロールは実施しているが、実施に必要な事項を定めていな

かったことから、本年｢亀山市道路パトロール実施要領｣を定め、平成２０年

４月１日から施行することにより、適正な道路パトロールに勤め、維持管理

の充実を図っている。 

成果の内容 

道路パトロールにより発見された要修繕箇所について、速やかに修繕工事を実

施することにより、規模の拡大を防止すると共に、通行の安全確保に役立って

いる。 

指標名 パトロール頻度（２班体制・延回数） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 指標の推移 
回 132 123 132  

事業概要 

施設概要 

市道の適正な維持管理を継続するため、定期的にパトロールを実施し、発見

した要修繕箇所について、適正な道路維持作業を実施し通行の安全確保に努

めている。なお、パトロールで発見した不法投棄ゴミや家電リサイクル製品

の回収処理も行っている。 

対象者名 路線数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
路線 1,532 1,571 1,594  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 道路パトロールにより発見された要修繕箇所について、速やかに修繕工事を

実施することにより、規模の拡大を防止し、通行の安全を確保する。なお、

各種計画等に位置づけはない。 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

路線の拡大に伴い増える傾向にある。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

建築土木業者等 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 2.01  2.01 2.01 正規職員 
人件費 14,788 14,722 15,067 従事人数(人) 2 2 2 

市における類似事業 林道パトロール、環境パトロール（環境森林保全室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費 3,404 3,469 3,776 

事業費（予算・決算上）    

支出合計 18,192 18,191 18,843 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 18,192 18,191 18,843 

近隣市町の状況 

近隣の各市（鈴鹿市、四日市市、津市）とも、穴ぼこ等の危険箇所を発見した

場合は、パトロールの中で維持補修を行っている。また、当市のような｢道路パ

トロール実施要領｣を定めていない。パトロールは、鈴鹿市、津市は直営、四日

市市は嘱託職員とシルバーへの委託で対応している。また、各市ともコースの

決まりはなく、毎日、または（その都度）実施している。 

対象者あたり一般財源充当額 11.9 11.6 11.9 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし  ※消耗品費、資材費は他の事業と一括     

廃止した時の影響 
迅速な維持修繕作業が滞ることから、交通に危険を及ぼす恐れが増大する。ま

た、適正な道路維持管理に支障を及ぼす。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫環境パトロール等他のパトロールと統合し、民間委託又は地域に

シフト、または、各地域でパトロールし、報告する形式にした方が効率的では

ないか。 

ＡＡＡＡ班班班班－－－－７７７７    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 環境パトロール事業 事業種別 委託 担当部室 184環境森林保全室 事業番号 20 

事業期間 平成 13 年  ～    記入者 永井貴規 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 
事業の経緯 

国補事業として緊急地域雇用特別交付金事業が創設されたことを契機に、平

成１３年度よりシルバー人材センター全面委託の「緊急ふるさとクリーンア

ップ事業」として開始したものである。その後、国補事業が廃止されたが、

地域の環境衛生を保つ上で、有効と認められたことから、現在もなお市単事

業「不法投棄監視パトロール業務委託」として継続している。 成果の内容 

不法投棄を早期に回収することで、不法投棄の未然防止及び適正処理を図って

いる。 

指標名 不法投棄回収量 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 指標の推移 
kg 17,490 22,750 21,000  

事業概要 

施設概要 

パトロール委託（ポイ捨てごみの回収、監視カメラ点検、不法投棄の場所確

認等）、基幹林道不法投棄パトロール業務委託を行う。 

対象者名 環境指導員 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 90 91 91  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 不法投棄を早期に回収することで、不法投棄の未然防止及び適正処理を図っ

ている。なお、各種計画等に位置づけはない。 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

地区割りに変化がない限り変動しない。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

全部委託：不法投棄監視パトロール業務として、おおむね週 2 回、シルバー人

材センターに委託 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

高齢者の雇用・就業機会の確保を目的として事業が開始されていることから、

シルバー人材センター以外に委託すると、当初目的の一つが達成できないこと

となる。 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.4 0.13 0.13 正規職員 
人件費 2,942 953 975 従事人数(人)    

市における類似事業 道路パトロール（まちづくり保全室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 746 2,097 2,287 

支出合計 3,688 3,050 3,262 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 3,688 3,050 3,262 

近隣市町の状況 

伊賀市は直営と委託による２班体制、鈴鹿市は全面委託、津市（旧久居市域）

は直営にて実施している。 

対象者あたり一般財源充当額 41 33.6 35.9 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 委託料  2,287    

廃止した時の影響 
亀山市内の不法投棄が早期に回収されず、環境美化が保てなくなるおそれがあ

る。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫道路パトロールと統合する。市道沿いで環境パトロールにより不

法投棄を発見した場合、まちづくり保全室に回収するよう依頼しているがその

場で回収してくるべきである。人件費、時間共に無駄が多い。 

ＡＡＡＡ班班班班－－－－８８８８    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 家電４品目リサイクル対策業務 事業種別 直営 担当部室 183廃棄物対策室 事業番号 19 

事業期間 平成 12 年  ～    記入者 小田達也 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

平成 13 年 4 月の家電リサイクル法施行に伴い、その前年から不法投棄が増

加した。これに対応するべく、平成 12 年度から対策を事業化している。な

お、予算措置は平成 13 年度からである。 

成果の内容 
集積所に不法投棄されお困りの地域に対する支援となっている。 

指標名 指定引き取り場所への持込台数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
台/年 17 74 90  

事業概要 

施設概要 

集積所等に不法投棄された家電リサイクル法対象機器を自治会等から連絡

を受け、現地確認のうえ、回収し、指定取引場所（現在は、四日市市内にあ

り。）へ直接搬入する。また、その際、環境パトロール等で回収し、一時保

管されているものも合わせて処分するようにしている。 

対象者名 集積所数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
箇所 585 590 590  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 集積所に不法投棄されお困りの地域に対する支援。なお、各種計画等に位置

づけはない。 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

横ばい傾向が続くと予想される。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

本市及び指定引き取り場所がある四日市市において収集運搬の許可を取ってい

る民間事業者については、受け皿となる可能性があると考える。 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.01 0.01 0.01 正規職員 
人件費 74 74 75 従事人数(人)    

市における類似事業 家電品リサイクルに関する事務（まちづくり保全室）、林道維持管理業務等（環

境森林保全室）[林道ごみの不法投棄への対処：その他）土地の所有者調べ及び

連絡等事務処理、撤去などの業務（家電リサイクル、放置車両の処理手続き含

む。）] 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 65 259 288 

支出合計 139 333 363 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 139 333 363 

近隣市町の状況 

近隣市では、市の環境部局が窓口対応し、市で回収及び指定引き取り場所への

搬入を行う例が多いが、鈴鹿市、四日市市では、市の施設までは直営で回収し、

その後、市施設から指定引き取り場所への搬入を業者委託している。 

対象者あたり一般財源充当額 0.3 0.6 0.7 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし リサイクル料金  288    

廃止した時の影響 
不法投棄をされた集積所を管理する自治会の負担が増える。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫不法投棄された家電４品目の指定地運搬に関しては民間委託で対

応可能ではないか。他室においても対処しているが、未然に防ぐための案を講

じるためには一元化が必要である。 
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事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 児童センター管理運営事業 事業種別 直営 担当部室 151 地域福祉室 事業番号 13 

事業期間 昭和 55 年  ～    記入者 堀切雅代 

根拠法令 児童福祉法第 40条 

根拠条例 亀山市立亀山児童センター条例 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

昭和 55 年に開館。平成 13 年に総合保健福祉センターができるまでは、ひよ

こクラブ等子育て支援事業の拠点として事業展開していた。現在は主に就学

児童を対象にわくわく探検や星座観察会、工作教室など各種教室やイベント

を実施し、児童健全育成に寄与している。 

成果の内容 
主に就学児童を対象として自然体験、親子クッキング等を開催し、好評を得て

いる。また、一輪車など児童の運動の習慣づけに寄与している。 

指標名 児童センター入館者数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人／年 4,017 5,804 5,900  

事業概要 

施設概要 

主に就学児童が利用する場であり、児童が運動に親しむ習慣の形成や心と身

体の健康づくりを支援する施設である。 

対象者名 市内小学校就学児童 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 2,663 2,679 2,735  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 
亀山市子育ち応援プラン基本目標３－（５）児童センターの充実「児童健全

育成活動の拠点施設として、親子の参加事業など、子どもや社会のニーズに

合った新たな事業展開を図ります。また、自然観察会など年間を通して継続

する勉強会・学習会を実施し、利用の通年化を図るとともに、成長段階に応

じた児童健全育成講座などを開催します。」 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

増加傾向にある。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

社会福祉協議会等社会福祉法人などが受け皿となり得る。 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.1 0.1 0.1 正規職員 
人件費 736 733 750 従事人数(人) 2 2 2 

市における類似事業 子育て支援センター事業（同室）、学童保育所事業（同室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費 3,724 3,841 3,852 

事業費（予算・決算上） 2,055 1,500 1,548 

支出合計 6,515 6,074 6,150 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 6,515 6,074 6,150 

近隣市町の状況 

児童館については県下４７施設ある。 

● 県（こどもの城）公設民営（財団法人三重こどもわかもの育成財団） 

● 市町→直営３８施設、公設民営５施設（社会福祉法人５施設、うち社会福祉

協議会４施設）、民設民営３施設（社会福祉法人経営３施設） 

対象者あたり一般財源充当額 2.5 2.3 2.3 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 施設維持管理 光熱水費、修繕費、備品購入費等 1,548    

廃止した時の影響 
児童健全育成事業の拠点施設として事業展開しているため、子どもの居場所づ

くりに影響が出る。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫（民間化すれば）児童に限らず、いろいろな人が利用できるので

はないか。 

≪ワーキング指摘≫学童保育所が指定管理者制度を活用し、保育園は民営化の

議論が進む中、本館の議論がなされていない。 
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事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 高齢者敬老祝金等給付事業 事業種別 直営 担当部室 153 高齢・障害支援室 事業番号 14 

事業期間 不明   ～    記入者 倉田大輔 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

従来（開始年度不明）より、敬老の日にちなんで祝金、記念品を配布してき

た。合併に伴ない、平成 17 年度に亀山市敬老事業検討委員会を設置し、合

併前の対象者、金額について検討し、18 年度から現在の対象者・金額で行っ

ている。 

成果の内容 
祝金、記念品を贈呈し、米寿、白寿を祝うことにより、高齢者の福祉の増進に

つながった。 

指標名 祝金対象者数（記念品対象者数） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人 140（8） 143(10) 159（8）  

事業概要 

施設概要 

平成 18 年度からは米寿(1万円)、白寿（2万円相当の記念品）、最高齢者（10

万円及び記念品、同一次年度 1万円）に対象者を絞り、米寿の祝金は各地区

の民生委員を通じて手渡し、白寿及び最高齢者には市長から直接手渡してい

る。 

対象者名 9月 15 日時点で 88歳の人及び最高齢者 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 140 143 159  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 高齢者保健福祉計画Ⅱ-3)-②高齢者に対し、祝金、記念品等を給付すること

で長寿をお祝いし、高齢者の福祉の増進を図る。 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

88 歳（記念品は 99 歳）の高齢者及び最高齢者に対象者を区切っているため大

きな変化はないが微増傾向にある。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

なし 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.04 0.04 0.04 正規職員 
人件費 295 293 300 従事人数(人)    

市における類似事業 敬老会開催事業（敬老会補助金）７５歳以上人数×１,０００円＋３０,０００

円を各地区のコミュニティ等へ補助を行っている。（H20予算 6,370千円） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 1,581 1,551 1,690 

支出合計 1,876 1,844 1,990 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 1,876 1,844 1,990 

近隣市町の状況 

県内１４市においては祝金のみ４市・祝品のみ５市・祝金及び祝品３市の贈呈

を行っているが、市によって対象者や金額の違いはある。 

なお、熊野市においては、祝金・祝品としての贈呈は行っていないが、地域の

敬老会事業を開催する歳、記念品代として補助を行っている。 

対象者あたり一般財源充当額 13.4 12.9 12.6 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 年度内 100 歳到達者に対し、国より祝状及び記念品の贈呈を行っているが、特

に自治体に対する補助制度はない。 敬老祝金 祝金の給付 1,590 高齢者記念品 記念品の給付 100 

廃止した時の影響 
対象者が少ないため大きな影響はないと思われるが県内各市において当事業ま

たは記念品事業を行っていない市はないため、他市との均衡がとれなくなる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫高齢者の増加に伴い、交付件数及び金額も増加すると考えられる。

また、高齢者に対する金品等の交付は高齢者記念品事業で行なっている。 

≪ワーキング指摘≫敬老祝金を毎年給付するのはどうかと思われる。 
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事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 スポーツ振興事業 事業種別 直営 担当部室 514スポーツ振興室 事業番号 32 

事業期間 不明   ～    記入者 池口 昌伸 

根拠法令 スポーツ振興法第 5条、第 13条、第 19条、他 

根拠条例 
亀山市立学校体育施設の開放に関する規則・激励金支給要綱・亀山市体育指導

委員規則 

必須業務の有無 有 

事業の経緯 

新市となり、平成 19 年 3 月に「亀山市スポーツ振興計画」を策定して総合

的・効果的に施策を推進している。 

成果の内容 
日頃の練習の成果の場である大会への参加、又普段スポーツをする機会のない

人がその足がかりとする場の提供。 

指標名 大会、教室への参加者数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人 1,433 1,370 1,465  

事業概要 

施設概要 

スポーツ大会･教室の開催、学校体育施設開放事業、激励金支給事業、体育

指導委員等スポーツ指導者、その他生涯スポーツの振興に関することを行

う。また、亀山市体育協会、亀山市スポーツ少年団体連絡協議会の事務局を

担っている。 

対象者名 市民（毎年度４月） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 48,820 49,110 50,001  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 亀山市スポーツ振興計画第4章 6スポーツ実施機会の充実,8高齢者、障害者、

女性のためのスポーツの調査・開発,9競技スポーツの奨励他 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

人口の増加に伴ってスポーツ愛好者も増えると考えられる。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（学級・教室等参加者徴収金 ） 1,538 569 698 

収入合計 1,538 569 698 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

体育施設の運営管理業者、総合型地域スポーツクラブ 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 1.88 1.88 1.88 正規職員 
人件費 13,832 13,770 14,093 従事人数(人)    

市における類似事業 なし 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 21,637 23,931 28,184 

支出合計 35,469 37,701 42,277 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 33,931 37,132 41,579 

近隣市町の状況 

スポーツ振興事業の内、体育協会事務局の他市の状況は、桑名市（長島除く）、

四日市市、いなべ市、名張市、鈴鹿市が独立している。また、指定管理者以外

は、協会で職員を雇用してる。スポーツ少年団事務局の他市の状況は、桑名市

（長島除く）、いなべ市が独立している。 

対象者あたり一般財源充当額 0.7 0.8 0.9 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 大会・教室の開催 市内在住・在勤者を対象に大会・教室を開催 4,788 激励金支給事業 全国大会等出場者への激励金支給 2,000 

廃止した時の影響 
スポーツの振興ができなくなる。 団体支援事業 体育協会、スポーツ少年団への補助金交付 2,990 

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪室の意向≫体育協会やスポ少の事務局機能、現在は市が行っている大会や教

室を民間の手に委ねたい。 
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事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 亀山市地区衛生組織連合会補助事業 事業種別 補助金 担当部室 181環境保全対策室 事業番号 17 

事業期間 昭和 48 年  ～    記入者 木崎保光 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

本会は、地域環境の美化を推進し、もって健康で明るく清潔な市づくりに進

めることを目的に昭和 48 年に設立された。連合会会則第５条で事務局は、

亀山市役所衛生業務担当部署におく。とされており、現在の事務局は環境保

全対策室である。 

成果の内容 
クリーン作戦、市内一斉清掃、環境美化パトロールを実施し、美化意識の向上

を図ることができた。 

指標名 参加者数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人／年 10,663 11,641 11,300  

事業概要 

施設概要 

同会への補助金支出及び同会が行うクリーン作戦、市内一斉清掃、環境美化

パトロール等の実施、不法投棄防止等の啓発看板を自治会等に配布、研修会

開催、会報「かんきょう」の発行事務の事務局となっている。 

対象者名 自治会、婦人会、老人クラブ数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
クラブ 330 320 320  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 環境基本計画実施計画３快適な生活環境の創造、環境に配慮した事業活動の

推進⑥市民と連携した監視・通報体制を確立（環境指導員の美化パトロール）

⑧自主的取り組みの促進（クリーン作戦）⑪まちの美観の向上（不法投棄看

板の配布）等の事業を同会において推進してもらうため補助する。 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

大きな増減は無いと考える。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

補助金： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

自治会連合会、コミュニティ連絡協議会 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.13 0.13 0.13 正規職員 
人件費 957 953 975 従事人数(人)    

市における類似事業 なし 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 650 650 650 

支出合計 1,607 1,603 1,625 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 1,607 1,603 1,625 

近隣市町の状況 

四日市市、津市は該当なし。鈴鹿市：グリーンシティ suzuka実行委員会（構成

団体：任意の市民、ＰＡ連合会、自治会連合会、青少年育成市民会議、鈴鹿Ｊ

Ｃ、三教組鈴鹿支部）があり、各会に役員等の割り当てもあるとのこと。 

対象者あたり一般財源充当額 4.9 5.1 5.1 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 補助金  650    

廃止した時の影響 
地域における環境美化の向上及び啓発を行う別の団体が必要となる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪室の意向≫補助金を交付しているものの、実際の業務（事務）の大半を担当

室で行っており、組織の自立という視点から抜本的な見直しが必要と考えます。 

ＢＢＢＢ班班班班－－－－４４４４    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 里山公園管理事業（環境再生事業） 事業種別 直営 担当部室 181環境保全対策室 事業番号 18 

事業期間 平成 18 年  ～    記入者 木崎保光 

根拠法令 なし 

根拠条例 亀山市自然公園条例 

必須業務の有無 有 

事業の経緯 

市では、平成 15 年に、この土地を買い取り、以前のように動植物がいきい

きと生息する豊かな里山環境を取り戻すことを目的に、環境再生事業として

自然公園の整備に着手しました。現在里山公園は体験学習の場として活用し

ている。 

成果の内容 
田植え体験、稲刈り体験、ザリガニつり大会等を開催し、環境教育の場として

活用している。 

指標名 来園者 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人／年 16,654 16,340 16,000  

事業概要 

施設概要 

里山公園「みちくさ」の施設管理（臨時労務員３名）、環境教育の場として

田植え体験、稲刈り体験、ザリガニつり大会等を開催している。 

対象者名 市民(15歳未満） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 6,707 6,717 6,826  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 第 1 次亀山市総合計画 3〔3〕①森林・里山の保全「市民が自然にふれあえる

機会を創出するため、市民の体験学習の場として「亀山里山公園・みちくさ」

の利用を促進するとともに、森林を活かした環境再生型公園などの整備を行

います。」環境基本計画実施計画 1－①②、2－③④⑥⑨ 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

大きな増減は無いと考える 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料 36 49 37 

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 36 49 37 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

地元自治会 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.16 0.16 0.16 正規職員 
人件費 1,178 1,172 1,200 従事人数(人) 1.55 1.55 1.55 

市における類似事業 森林公園整備・活用事業（環境森林保全室）、自然の森公園整備事業（まちづく

り推進室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費 3,406 3,548 3,245 

事業費（予算・決算上） 1,643 1,138 2,635 

支出合計 6,227 5,858 7,080 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 6,191 5,809 7,043 

近隣市町の状況 

高知県中村市の「トンボ公園」等を視察し、独自性を追及しているため、近隣

に類似施設はない。 

対象者あたり一般財源充当額 1 0.9 1.1 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 施設維持管理 消耗品費、高熱水費、修繕料等 2,635    

廃止した時の影響 
自然との触れ合いの場が無くなり、同場所が荒地となれば、不法投棄の格好の

場所となる恐れがある。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫環境再生事業として、今一度整備方針を固めた上で、環境ボラン

ティア等に管理委託するほうが、より環境学習の場となるのではないかと考え

る。指定管理者による効率的な管理手法についても検討すべき。里山公園が整

備され、一定の年数が経過したことから、施設的には、ほぼ安定したと考えら

れ、隣接地域住民で管理していただいた方が、効果的ではないか。 

ＢＢＢＢ班班班班－－－－５５５５    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 通園・通学バス運行管理事業 事業種別 直営 担当部室 511教育総務室 事業番号 29 

事業期間 昭和 54 年  ～    記入者 草川吉次 

根拠法令 なし 

根拠条例 亀山市幼児用マイクロバス及び小学校用スクールバスの使用に関する内規 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

旧関町では、遠距離通学、通園の支援、一部福祉バス的利用としてマイクロ

バスを運行していた。新市でも同地区では、継続して運行している。 

成果の内容 
原則、２km以上の幼稚園児及び４ｋｍ以上の小学生児童を送迎を行っている。 

指標名 利用者 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人 77 92 82  

事業概要 

施設概要 

亀山市幼児用マイクロバス及び小学校用スクールバスの使用に関する内規

に基づき、臨時運行許可、運行指示書の作成、臨時福祉バス運行の調整を行

っている。 

対象者名 利用者 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 77 92 82  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 亀山市学校教育ビジョン３（４）③通学路の安全確保「スクールバスは、通

学路の安全確保の点からも運行継続を図るとともに、校外学習の移送手段と

しての利用など、活用の拡大化を検討します。」 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

大きな増減は無いと考える 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

バス運行業務を受託する業者は、民間企業にも存在する。 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.06 0.06 0.06 正規職員 
人件費 442 440 450 従事人数(人) 3 3 3 

市における類似事業 新地域生活交通再編事業（産業観光振興室）※バス路線の運行管理 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費 6,303 6,365 6,432 

事業費（予算・決算上） 1,061 1,436 1,700 

支出合計 7,806 8,241 8,582 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 7,806 8,241 8,582 

近隣市町の状況 

県内２９市町中、スクールバスを運行している自治体は１４団体（津市、伊勢

市、松阪市、伊賀市、尾鷲市、亀山市、鳥羽市、多気町、大台町、度会町、南

伊勢町、大紀町、紀北町、御浜町）ある。また、県内の全小中学校５７９校の

うち、５６校においてスクールバスを運行している。 

対象者あたり一般財源充当額 101.4 89.6 104.7 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 車両維持管理 燃料費、修繕料等 1,700    

廃止した時の影響 
徒歩、自転車、各家庭での送迎となる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫事故等のリスク対応や利用者へのサービス向上の側面から、民間

への運行委託が効果的であると考えられる。関のみバスがあるのは不公平であ

りおかしいのではないか。通園･通学バスは廃止するべきである。（合併協議で

も旧関町と旧亀山市との格差について合併後調整することになっているはず。） 

ＢＢＢＢ班班班班－－－－６６６６    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 関幼稚園預かり保育事業 事業種別 直営 担当部室 525関幼稚園（511教育総務室） 事業番号 35 

事業期間 平成 16 年  ～    記入者 川本真子（草川吉次） 

根拠法令 なし 

根拠条例 亀山市立関幼稚園預かり保育事業実施要綱 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

平成１６年４月の幼保共用施設アスレの運営開始に併せて、預かり保育の試

行を開始。 

成果の内容 
教育時間の終了後（２：００～４：００）に、幼児を預かり、保育することに

より、幼児の心身の健全な発達を図るとともに、保護者の子育てを支援する。 

指標名 利用者数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人 35 37 20  

事業概要 

施設概要 

教育時間の終了後（２：００～４：００）に、幼児を預かり、保育すること

により、幼児の心身の健全な発達を図るとともに、保護者の子育てを支援す

る。 

対象者名 アスレの幼稚園児 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 53 78 70  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 日々の教育時間の終了後に幼児を預かり、保育することにより、幼児の心身

の健全な発達を図るとともに、その保護者の子育てを支援することを目的と

する。（実施要綱） 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

大きな増減は無いと考える。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料 1,378 1,441 1,470 

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 1,378 1,441 1,470 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

なし 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.5 0.5 0.25 正規職員 
人件費 3,679 3,662 1,874 従事人数(人)   0.25 

市における類似事業 延長保育促進事業（地域福祉室）、早朝・残留保育（各保育園） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費   486 

事業費（予算・決算上） 325 325 1,297 

支出合計 4,004 3,987 3,657 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 2,626 2,546 2,187 

近隣市町の状況 

県内２９市町中、預かり保育を実施している自治体は１２団体（いなべ市、四

日市市、鈴鹿市、亀山市、津市、松阪市、明和町、伊勢市、鳥羽市、志摩市、

伊賀市、紀北町）ある。また、県内１９１園の公立幼稚園のうち、１１８園に

おいて預かり保育を実施している。 

対象者あたり一般財源充当額 49.6 32.7 31.3 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 保育業務 消耗品費、食糧費 1,297    

廃止した時の影響 
同施設内の関保育園の延長保育を利用できるので特に問題ない。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫市内他の幼稚園とのサービスの統一。預かり保育希望者には、保

育園の保育サービスがあるので不要。 

ＢＢＢＢ班班班班－－－－７７７７    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 マイクロバス運転業務 事業種別 直営 担当部室 133財務室 事業番号 4 

事業期間 不明   ～    記入者 臼井けい子 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

合併後は、本庁舎に 1台おいて運行管理している。 

成果の内容 
土日を含め数日に 1回の割合で利用がある。 

指標名 稼動日数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
日／年 143 153 150  

事業概要 

施設概要 

亀山市庁用車両の管理及び使用に関する規程に従って、各室等からの依頼に

よる運行を行っている。 

対象者名 保育園児・小学生・イベントにおける関係者等 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 3,800 3,900 3,825  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 共用車として、比較的多数の利用がある際に必要となり、普通免許では運転

できないため 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

利用状況がほぼ固定していることから、毎年類似の稼働率であると予想される。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

民間事業所(シルバー等） 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.6 0.6 0.6 正規職員 
人件費 4,415 4,395 4,498 従事人数(人)    

市における類似事業 マイクロバスの運行管理（関ロッジ 1 台、乳幼児センターアスレ 1 台、スクー

ルバス 2台） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 514 663 700 

支出合計 4,929 5,058 5,198 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 4,929 5,058 5,198 

近隣市町の状況 

・正規職員で対応 県と５市（亀山市含む。） 

・ 臨時職員で対応 1 市 

・ 委託で対応 ６市（委託先は三交やシルバー人材センター等） 

・ バスなし ２市 

対象者あたり一般財源充当額 1.3 1.3 1.4 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 車両維持管理 燃料費、車検代（修繕料含む。）自賠責等 700    

廃止した時の影響 
保育園や小学校の社会見学、イベント時における関係者が送迎できない。また、

災害等緊急時における搬送が困難となる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫近隣自治体に同様の事業を行っている民間事業者がある。 

ＢＢＢＢ班班班班－－－－８８８８    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 電話交換業務 事業種別 直営 担当部室 133財務室 事業番号 5 

事業期間 平成 15 年  ～    記入者 落合 浩 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

代表電話のみの時代から、逐次ダイヤルイン（各課直通電話）に移行し、代

表電話の交換業務は正規職員２名で行っていたが、平成１５年４月から臨時

職員２名で行っている。 

成果の内容 
代表電話があることで、一括して応対できる。 

指標名 受話件数（日平均） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
本／日 130 130 130  

事業概要 

施設概要 

本庁舎代表電話（８２－１１１１）にかかってくる電話に応対し、庁舎２階

の別室において臨時職員２名で各セクションへの取次ぎを行っている。 

対象者名 代表電話にかけてくる人（年間） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 31,200 31,200 31,200  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 代表電話があることで、一括して応対できるため 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

代表電話が浸透しているため、今後も、相当数の受信が予想できる。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

民間事業所（ＮＴＴ等） 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人)    正規職員 
人件費    従事人数(人) 2 2 2 

市における類似事業 なし 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費 2,812 2,859 2,800 

事業費（予算・決算上）    

支出合計 2,812 2,859 2,800 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 2,812 2,859 2,800 

近隣市町の状況 

・ 完全ダイヤルイン（代表電話なし） ４市 

・ ダイヤルインで代表電話を正規職員で対応 1 市 

・ ダイヤルインで代表電話を臨時職員等で対応 ４市（亀山市含む。） 

・ ダイヤルインで代表電話を総務課で対応 ３市 

・ ダイヤルインで代表電話を委託 県と１市 ・代表電話のみ 1 市 

対象者あたり一般財源充当額 0.1 0.1 0.1 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし       

廃止した時の影響 
電話交換業務を廃止することは、代表電話を廃止することになり、市民等が用

件のある部署等の電話番号を調べて、かけなければならなくなる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫電話交換手について人材派遣等を利用し、人件費の削減を図る。 

ＢＢＢＢ班班班班－－－－９９９９    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 霊柩車配車、祭壇貸出事業 事業種別 委託 担当部室 146戸籍市民室 事業番号 9 

事業期間 不明   ～    記入者 上田知美 

根拠法令 なし 

根拠条例 亀山市営斎場条例 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

霊柩車は、平成６年当時の時代背景により開始、合併後、亀山斎場は市の霊

柩車（公用車）、関斎場は業者所有のもので運行業務を委託し、また、祭壇

は、旧市町で実施していたサービスを継続、委託業者に･組立・撤去業務を

委託、旧関町内は使用者に直接貸出も行なっている。 

成果の内容 
安価で霊柩車、祭壇を使用でき、自宅で通夜・告別式を行うことができる。祭

壇貸出は年々件数が減少しており、今後はさらに減少傾向にある。 

指標名 利用件数（祭壇） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
件 276（17） 303（10） 300（10）  

事業概要 

施設概要 

① 市斎場の利用者に霊柩車を配車（利用者使用料：1 回 5 千円）、斎場の管

理委託業者に運行管理委託している。 

② 祭壇組立撤去・貸出 業務を実施（利用者使用料： 1回 2万 5千円、旧

関町内 1回 5千円直貸出もあり、委託料 1回 3万円） 

対象者名 死亡者 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 393 452 450  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 火葬及びこれに関連する業務を行うため（条例） 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

高齢化社会が進む中で今後利用件数の増加が予想される。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料 1,793 1,805 2,250 

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

全部委託：葬儀業者（(有)きくや）へ委託している。 

 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 1,793 1,805 2,250 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

葬祭業者、霊柩車運行業者は、近隣市も含め複数ある。 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 

74 74 75 74 75 

    

市における類似事業 祭壇使用者への直接貸し出し（市民サービス室）※旧関地区のみ、１回：５千

円 

人件費 
 

     

事業費（予算・決算上） 2,545 2,151 2,903 

支出合計 2,619 2,225 2,978 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 826 420 728 

近隣市町の状況 

三重県内で霊柩車を市が管理運営しているのは、鈴鹿市、津市、松阪市と亀山

市の４市。祭壇貸出業務を実施しているのは、亀山市のみ。 

対象者あたり一般財源充当額 3 1 2 

事業概要 事業費  
国、県の補助金の動向 なし 霊柩車配車事業 亀山地区の霊柩車運行委託 1,200  関地区の霊柩車運行委託 1,103 

廃止した時の影響 
民間の葬儀業者との価格差があるため、利用者から苦情が出る可能性はある。 祭壇貸出事業 祭壇組立撤去業務委託 600 

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫市の所有する霊柩車の利用可能性について、旧亀山地域と旧関地域で統

一されていない。市が霊柩車を所有しなくても、配車が可能な状況が存在する。近隣

自治体に事業を行っている民間事業者がある。 

≪職員提案≫年間の貸出件数が 10 件程度である。祭壇は、葬儀業者が保有しており、

その組立、撤去についても実施しているケースが多い。新規市営斎場において、市が

保有する祭壇を利用することができる。市が祭壇の維持管理を行う必要がない。 
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事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 関宿ふるさと会館管理運営補助事業 事業種別 補助金 担当部室 191産業・観光振興室 事業番号 21 

事業期間 平成 17 年  ～    記入者 中澤さやか 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

平成１３年度から関町が関町商工会に管理業務を委託していた。合併後の平

成１７年度から関町商工会が運営主体となり、市から補助金を交付する形と

なった。しかし、採算がとれず、関町商工会がやめて平成１８年度から会館

内に事務所を置く亀山市観光協会が運営主体となり補助金を交付している。 

成果の内容 
無人駅において切符販売業務を行うことで、乗降客の利便性が確保されている。

観光案内,会館の清掃業務が行われることにより、関宿の鉄道の玄関口としてサ

ービスが提供されている。 

指標名 切符売上（売店売上） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 指標の推移 千円／年 2,272 

（7,548） 

2,429 

（7,666） 

2,400 

（7,600） 

 

事業概要 

施設概要 

切符販売、観光案内・会館清掃等事業への補助金交付を行う。なお、当該施

設は、１階部分は財務室所管（普通財産）、２階部分は亀山市商工会議所の

所有、敷地はＪＲ西日本の所有である。 

対象者名 ＪＲ関駅乗降者数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 289,000 280,000 280,000  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 第１次総合計画１（４）④観光振興への取り組み強化「観光協会による情報

発信への協力・支援」、第１次総合計画４（３）②公共交通機関の利用の促

進「公共交通機関の利便性が向上するよう、利用促進活動を展開」 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

乗降者数は減少しているが、今後、東海道関宿などの見学者が増加すると思わ

れるため、鉄道を利用する人も増加する可能性が高い。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

補助金：切符販売、トイレ清掃、売店管理事業に補助している。なお、同協会

は、ＪＲからも切符販売、ホーム等清掃作業を委託されている。(参考：他の運

営資金内訳は、ＪＲ補助 230万円、観光協会自己負担 28万円) 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

観光協会以外なし 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.01 0.01 0.01 正規職員 
人件費 74 74 75 従事人数(人)    

市における類似事業 なし 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 1,100 1,100 1,100 

支出合計 1,174 1,174 1,175 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 1,174 1,174 1,175 

近隣市町の状況 

同様の施設も運営形態もない。 

対象者あたり一般財源充当額 0.005 0.005 0.005 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 補助金  1,100    

廃止した時の影響 
切符販売、売店、トイレ等の運営管理をする人がいなくなり、観光客や駅の利

用客の方が困る。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪ワーキング指摘≫ふるさと会館は、普通財産なのだから、観光協会等へ譲渡

も検討すべき。そうでなければ、行政財産とし、指定管理等者制度等の活用を

検討すべき。 

ＣＣＣＣ班班班班－－－－２２２２    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 亀山宿語り部の会事務局業務 事業種別 直営 担当部室 191産業・観光振興室 事業番号 22 

事業期間 平成 16 年  ～    記入者 中澤さやか 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

県から県観光連盟へ委託していた「ふるさと三重語り部」の制度が平成１５

年度で終わり、各市が受け継ぐ形となった。平成１６年度より市が事務局と

なり、案内ボランティア、視察研修等の活動をサポートしている。 

成果の内容 
亀山宿の振興のためには地域の担い手が必要である。養成講座により人材が増

え、熱心に勉強会が行われ、人材育成ができつつある。 

指標名 亀山宿語り部登録者数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人 8 12 15  

事業概要 

施設概要 

ボランティアガイドの仲介、勉強会・視察研修の開催補助、養成講座の開催

補助を行う。 

対象者名 亀山市歴史博物館の入込み客数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 11,219 10,336 12,000  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 第 1 次亀山市総合計画１（４）①一体的な集客交流の創出「各地域にある魅

力的な資源を、観光資源としての価値を高めるとともに、語り部等の案内ボ

ランティアを支援・育成するなど、市民ぐるみの受け入れ態勢を充実しま

す。」 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

亀山宿の観光客が将来増加していく傾向があるので、語り部の依頼が多くなる

可能性が高い。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

亀山市観光協会 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.1 0.1 0.1 正規職員 
人件費 736 733 750 従事人数(人)    

市における類似事業 関宿案内ボランティア（まちなみ・文化財室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 42 89 30 

支出合計 778 822 780 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 778 822 780 

近隣市町の状況 

四日市市、鈴鹿市など近隣市町では、観光協会が事務局を行っている。 

対象者あたり一般財源充当額 0.1 0.1 0.1 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 運営補助 消耗品費、保険料、有料道路通行料等 30    

廃止した時の影響 
語り部の方の負担が大きくなり、会の運営・存続が難しくなる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫ボランティア団体で受け皿を探してはどうか。亀山市観光協会が

受け皿となって業務を行なったほうが効率的である。 

ＣＣＣＣ班班班班－－－－３３３３    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 犬猫避妊等手術費助成事業 事業種別 直営 担当部室 154健康推進室 事業番号 15 

事業期間 平成 5 年  ～    記入者 草川健一 

根拠法令 なし 

根拠条例 亀山市犬猫等避妊手術費助成金交付要綱 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

犬、猫の適正な飼養を図るためみだりに繁殖することのないよう避妊手術、

去勢手術に要する費用の一部を、旧関町では平成５年から、旧亀山市では平

成 14 年から助成している。 

成果の内容 
野良犬、野良猫の減少が見られるものの、いまだ捕獲要請がある。 

指標名 助成の頭数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
頭／年 222 187 225  

事業概要 

施設概要 

避妊・去勢手術申請受付・受理・支払を行っている。助成金の額（1 頭につ

き）は、避妊手術が犬 3,000円、猫 2,000円、去勢手術が犬猫とも 1,500円

である。 

対象者名 犬の登録数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
頭 4,071 4,380 4,600  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 犬及び猫がみだりに繁殖することなく適正な飼養を受けることを目的とす

る。（交付要綱） 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

未登録者を減らすことにより増える傾向にある。猫は、不明。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

なし 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.1 0.1 0.1 正規職員 
人件費 736 733 750 従事人数(人) 0.1 0.1 0.1 

市における類似事業 なし 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費 138 138 138 

事業費（予算・決算上） 475 374 450 

支出合計 1,349 1,245 1,338 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 1,349 1,245 1,338 

近隣市町の状況 

県下２９市町中２３市町が助成している。なお、助成を行なっていない市は、

津市、名張市、朝日町、明和町、紀北町、御浜町の６市町である。 

対象者あたり一般財源充当額 0.4 0.3 0.3 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 助成金  450    

廃止した時の影響 
野良犬、野良猫が増える。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫猫については飼い猫の確認が困難である。また、飼い主責任につ

いて考え、他市の状況を見て費用助成の範囲を検討する。また、飼い主の責任

でするべきものだから規模を縮小してはどうか 

ＣＣＣＣ班班班班－－－－４４４４    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 母と子のよい歯のコンクール事業 事業種別 直営 担当部室 154健康推進室 事業番号 16 

事業期間 昭和 27 年  ～    記入者 大河内友紀 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 
事業の経緯 

昭和 27 年より厚生労働省・都道府県・歯科医師会の共催として毎年実施し

ていたが、平成 9 年 4月から母子保健法の改正で３歳児健康診査が県から市

に委譲されたことにより、同事業も市の事業として実施することとなった。 

３歳児健康診査でのコンクール対象者については、歯科医師会亀山支部と共

催で、コンクール選出前に審査を行い、市独自で表彰を行っている。 成果の内容 

コンクールを実施することにより、歯に関する正しい知識を普及啓発し、歯科

疾患の予防に関する適切な習慣の定着を図れた。 

指標名 コンクール対象者数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 指標の推移 
人／年 19 14 7  

事業概要 

施設概要 

歯科医師会調整、開催準備、対象への案内送付、調整、実施、とりまとめを

行っている。コンクール対象者は、平成１９年度３歳児健康診査歯科健診に

おいて、虫歯がなくかつ口腔内衛生のできている児及び母親の虫歯がないも

しくは処置歯の本数の少ない者。 

対象者名 前年度１年間に３歳児歯科検診を受診した幼児とその母親 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 440 433 424  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 亀山市子育ち応援プラン基本目標２－（１）子どもや母親の健康の確保（母

子保健事業一覧「その他」に明記）による。また、国・県におけるコンクー

ル実施要領では「３歳児歯科健康診査を受診した幼児とその母親」が対象と

なっている。 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

若干減少傾向にある。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

なし 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.03 0.03 0.03 正規職員 
人件費 221 220 225 従事人数(人) 0.05 0.05 0.05 

市における類似事業 よい歯のコンクール（地域福祉室、学校教育室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費 57 57 57 

事業費（予算・決算上） 15 15 9 

支出合計 293 292 291 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 293 292 291 

近隣市町の状況 

県下全市町で、県・県医師会に協力して実施している。 

対象者あたり一般財源充当額 0.7 0.7 0.7 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 報償費 よい歯のコンクール賞品代 9    

廃止した時の影響 
上位のコンクールに出場できなくなる。また、歯の健康に対する意識の低下と

虫歯の増加につながる可能性がある。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪室の意向≫このままの形で継続実施していきたい。 

ＣＣＣＣ班班班班－－－－５５５５    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 図書館付帯事業（リバイバル映画会、テレホン童話） 事業種別 直営 担当部室 516 図書館 事業番号 33 

事業期間 不明   ～    記入者 冬柴 純 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

映画会は、当初、敬老の日の時期に、高齢者を対象に集客効果を見込んで始

めた。現在、その時期は、蔵書点検があるので３月に開催している。また、

昭和 60 年から電話での童話配信を行い、現在は、絵本と童話の会の作品及

び公募作品を流している。 

成果の内容 
映画会は、入館者の増加に寄与している。童話は、26本／年配信しており、毎

年利用は増えている。 

指標名 入場者数・着信件数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人・件 80・570 37・606 70・800  

事業概要 

施設概要 

映画の上映により、新規利用者の獲得と、映画の基になった作品を読む契機

としている。また、毎月のテレホン童話サービス、テレホン童話の作品募集

と優秀作品の審査を行っている。 

対象者名 本会入館者数・就学前児童数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 79,533・2,717 90,685・2,783 91,000・2,788  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 入館者を増やすため。また、童話配信については、就学前児童の保護者、聴

覚障害者等へのサービスのため。なお、各種計画等に位置づけはない。 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

開館時間延長の効果もあり、増加の見込み。就学前児童少子化によりは減少傾

向。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

委託：映画の上映は民間業者に委託してる。毎月のサービス作品の作成、録音

などは絵本と童話の会にお願いしている。なお絵本と童話の会は図書館行事の

開催で多大な協力を得ておりテレホン童話もその活動内容の一部である。 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

映画を上映できる業者は、他にもある。また、童話配信については、設備を保有し、

毎月の作品を用意するだけの能力があれば不可能ではないが、そのような個人・団体

は他に存在しない。また、収入がないので事業としては成立しがたい。 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.08 0.08 0.08 正規職員 
人件費 589 586 600 従事人数(人)    

市における類似事業 なし 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 186 228 218 

支出合計 775 814 818 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 775 814 818 

近隣市町の状況 

実施している自治体はないようである。 

対象者あたり一般財源充当額 0.1・0.3 0.1・0.3 0.1・0.3 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし リバイバル映画会 上映の委託 200 テレホン童話 図書券カード（募集の報償、1人 3千円分） 18 

廃止した時の影響 
映画廃止の場合、入館者が減少する可能性がある。童話配信廃止の場合、就学

前児童の保護者、聴覚障害者等へのサービス低下となる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫子供アニメ映画会ほか開催しているが、参加人数の少ないものなどは廃

止も検討してはどうか。過去の映画を図書館において開催する理由がないと思われる。

法令等の根拠がない。市主体ではなく、民間やＮＰＯ等で開催が可能であるのか手法

を見直してはどうか。最近はビデオや TV 等で自分が視聴したいときにできるのであえ

て図書館で上映しなくてもいいのではないか。電話を通して童話を聞きたいというニ

ーズが少ない。3 分童話集「くりの木」の発行のみでよいと思う。 

ＣＣＣＣ班班班班－－－－６６６６    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 関図書館運営管理事業 事業種別 直営 担当部室 516 図書館 事業番号 34 

事業期間 昭和 54 年  ～    記入者 冬柴 純 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

旧関町の関町民会館（現関文化交流センター）図書室を合併後も存続させ、

その運営を行うことになって現在に至る。 

成果の内容 

関地区の拠点文化施設として、図書の利用、学習の場、図書館協力者の養成、

子どもたちの読書の習慣を身につける機会を提供している。利用者数は、増え

ている。 

指標名 入館者数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 指標の推移 
人 5,340 6,059 6,500  

事業概要 

施設概要 

関文化交流センター（市民相談協働推進室所管）内にある関図書室での窓口

業務、図書館ボランティアの養成、行事の開催による新規利用者獲得等を行

う。 

対象者名 旧関町地区人口 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 7,298 7,336 7,160  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 関町の図書室については、現行のまま図書室として運営を行っていく。平成

17 年度に新たな図書システムを導入し、市民サービスの拡大に努める。（合

併の調整結果） 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

人口は減少傾向にある。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

伊勢市が指定管理者としている図書館サービス等が受け皿になり得る。 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.15 0.15 0.15 正規職員 
人件費 1,104 1,099 1,125 従事人数(人) 0.85 0.85 0.85 

市における類似事業 亀山市立図書館（同室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費 1,595 1,595 1,595 

事業費（予算・決算上）    

支出合計 2,699 2,694 2,720 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 2,699 2,694 2,720 

近隣市町の状況 

津市、四日市市、伊勢市やいなべ市などは地域性を考慮して従来の市町村の図

書館を継続運営している。また伊賀市、松阪市や志摩市なども同様に小規模な

図書室を継続運営している。 

対象者あたり一般財源充当額 0.4 0.4 0.4 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 ない       

廃止した時の影響 
市の図書館を利用するのであれば、亀山市立図書館（若山町内）を利用しなく

てはならなくなる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪室の意向≫文化交流センターの３階にあり、ＥＶがなく幼児、高齢者、障害

者に対して利用しずらいので、平地に移転したい。 

ＣＣＣＣ班班班班－－－－７７７７    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 職員採用並びに期限付嘱託及び臨時職員の雇用業務 事業種別 直営 担当部室 132人材育成室 事業番号 3 

事業期間 不明   ～    記入者 原田和伸 

根拠法令 地方公務員法第１５条、１７条、２２条 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 有 

事業の経緯 

平成 9 年に体力測定を廃止（消防職のみ継続）した。また、平成 19 年度か

ら全職種で教養試験を廃止し適正試験を実施している。定員適正化計画など

による職員数の減少や事務量の増大等の影響もあり、嘱託・臨時職員の雇用

人数は増加傾向にある。 

成果の内容 
正規職員は採用計画に基づいた人材確保ができている。また、正規職員減少を

嘱託等職員により補い、事務が円滑に遂行されている。 

指標名 採用者数（正規・嘱託等） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人 17・48 19・50 9・50  

事業概要 

施設概要 

正規：亀山市職員の採用及び昇任に関する規程により新規職員採用試験の実

施及び決定事務 

嘱託・臨時：各室等からの任用計画の承認、募集・配置（事務補助）、各種

保険手続き 

対象者名 応募者（正規・嘱託等） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 175・46 117・50 100・55  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 人材を確保し、円滑に事務を遂行するため 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

正規は採用者数や職種によって異なる。嘱託等は人員確保が難しい状況が続い

ている。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

一部委託：適性検査・専門試験を民間業者に委託（試験問題及び採点） 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

正規：現在の受託業者で全部委託できるかどうかは不明。嘱託等：手法の検討

を行えば、受け皿を作ることも可能である。（高浜市では、市が民間会社を設立

し、臨時職員等を一元管理するような制度を実施している。） 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.12 0.12 0.12 正規職員 
人件費 883 879 900 従事人数(人)    

市における類似事業 なし 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 805 559 740 

支出合計 1,688 1,438 1,640 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 1,688 1,438 1,640 

近隣市町の状況 

正規：各市とも教養試験、適正試験は実施している。また、当市同様の一部委

託を行っている。嘱託等：四日市市は、窓口業務を委託している。他の市町は、

当市と同じ状況である。 

対象者あたり一般財源充当額 8.4（6.5） 10.5（5.9） 14.2（5.5） 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 職員採用試験委託 適正試験の作成、採点の委託 740    

廃止した時の影響 
正規：職員が採用できなくなる。嘱託等：安定的な必要人員の確保ができなく

なる。また、各セクションですべての事務を行わなくてはならなくなる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪室の意向≫臨時職員等の任用については、地方公務員法の規定に則しながら

現行の制度を見直し、実態に見合った、より効果的、効率的な雇用制度を構築

していきたい。 

≪職員提案≫適性検査・専門試験（試験問題及び採点）の委託に加え、作文試

験も他市のように専門機関に委託し効率化を図る。 

ＣＣＣＣ班班班班－－－－８８８８    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 屋外広告物規制監視事業 事業種別 直営 担当部室 193 まちづくり推進室 事業番号 26 

事業期間 平成 13 年  ～    記入者 木田博人 

根拠法令 
地方自治法第 252条の 17 の 2 第 1項、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第 55条第 1項 

根拠条例 三重県の事務処理の特例に関する条例第２条第１項、第２項 

必須業務の有無 有 

事業の経緯 

三重県の事務処理の特例に関する条例に基づき、平成 13 年から、三重県屋

外広告物条例第１９条及び第１９条の２に規定される事務のうち、簡易除却

に関する業務を行っている。 

成果の内容 
違反公告物の簡易除却（除却・保管・告示又は返還・廃棄等） 

指標名 簡易除却件数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
件／年 3 0 0  

事業概要 

施設概要 

市民等からの通報により、三重県屋外広告物条例に違反する広告物のうち、

簡易な広告物（張り紙、張り札、広告旗、立看板）の除却を行っている。除

却後は保管、告示を行い、返還または廃棄を行う。 

対象者名 違反広告物 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
件 3 0 0  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 環境基本計画-３ 快適な生活環境の創造（安心）-快適な生活空間の創出-

まちの美観の向上「看板や屋外広告物、放置自転車や放置自動車については、

早期撤去に努めるとともに防止対策の強化を図る」 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

現状で推移するものと思われる。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）  120  

その他（特例処理事務交付金 ）    

収入合計 0 120 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

市民協働参画の一手法として、まち美化ボランティア制度の推進により、今後、

市民団体が受け皿になりえる可能性はある。 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.07   正規職員 
人件費 515   従事人数(人)    

市における類似事業 なし 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上）    

支出合計 515 0 0 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 515 -120 0 

近隣市町の状況 

津市・鈴鹿市は、屋外広告物設置にかかる許認可権限を得ている。桑名市では、

「違反広告物追放推進員制度」によりボランティア活動制度を導入している。 

対象者あたり一般財源充当額 171.7   

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし       

廃止した時の影響 
三重県による事業実施となる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪ワーキング指摘≫市が行うべき根拠が無く、県の事業である。 

ＣＣＣＣ班班班班－－－－９９９９    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 国有財産管理業務 事業種別 直営 担当部室 192農政室 事業番号 23 

事業期間 不明   ～    記入者 岡安賢二 

根拠法令 農業委員会等に関する法律第６条（所掌事務） 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

農地法により、国有財産整理簿の作成は、農業委員会が行うことになってお

り、同会の事務局を市が担っているため、国からの委任を受け、行っている

もの 

成果の内容 
定期的に（半数は、3ヶ月に 1回、残りは毎月）見回っている。 

指標名 見回り頻度 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
回／月 1 1 1  

事業概要 

施設概要 

県との連絡調整、国有農地の見回り（四半期ごとに現況報告、異常がある場

合は県へ即時連絡）、国有財産整理簿の作成（農地法施行令第１５条の３） 

対象者名 箇所 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
箇所 16 16 16  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） ※事業の経緯に同じ 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

国有地が見つからなければ、増えることは無い。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

農業委員会委員 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.06 0.06 0.06 正規職員 
人件費 442 440 450 従事人数(人)    

市における類似事業 法定外公共物譲与申請業務、法定外公共物等用途廃止業務（まちづくり保全室）

※国有財産である赤道、水路等の譲与により管理している。 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上）    

支出合計 442 440 450 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 442 440 450 

近隣市町の状況 

県内各市町とも農業委員会または関係課より管理人として選定している。 

対象者あたり一般財源充当額 27.7 27.5 28.2 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし       

廃止した時の影響 
国が実施しなければならなくなる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪ワーキング指摘≫市が行うべき根拠が無く、委任状一本でしかも国からの費

用負担が無い。 

ＤＤＤＤ班班班班－－－－１１１１    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 茶業振興事業（亀山青空お茶まつり） 事業種別 補助金 担当部室 192農政室 事業番号 24 

事業期間 平成 9 年  ～    記入者 水越いづみ 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

亀山茶のＰＲイベントの開催による茶の消費拡大の促進のため行っている。 

成果の内容 
亀山茶の PRが図れ、生産者と市民との交流の場となっている。 

指標名 参加者数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人 2,000 2,000 2,000  

事業概要 

施設概要 

茶のより一層の消費拡大を図ることを目的として、中の山パイロットで例年

10月に実施する（実行委員会主催：事務局は産業・観光振興室）まつり開催

の支援を行っている。お茶をテーマにした、茶摘体験・手もみ実演・各種ブ

ース等の催しが行われる。 

対象者名 茶農業従事者（茶業組合員） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 33 32 30  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 第 1 次亀山市総合計画 3（5）③消費者のニーズに対応した農業の展開「茶業

組合と連携し良質茶の産地形成に努め、茶品評会への出品による知名度アッ

プや、「亀山青空お茶まつり」などのイベントを通じて、茶のより一層の消

費拡大を図り、地域産品のブランド化への取り組みを支援します。 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

茶農業従事者は徐々に減少傾向にある。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

補助金：当該まつりは、市補助金と協賛金で賄われており、実行委員会には協

賛金、出店の売上金等 987千円（平成 19 年度実績）の収入がある。 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

茶農協、茶業組合 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.04 0.04 0.04 正規職員 
人件費 295 293 300 従事人数(人)    

市における類似事業 新茶まつり（茶業組合） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 270 270 270 

支出合計 565 563 570 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 565 563 570 

近隣市町の状況 

鈴鹿市：鈴鹿市茶業組合が新茶の時期に、新茶まつりとして駅前で新茶の試飲

サービス 

四日市市：四日市市茶業連合会…新茶の時期に、新茶まつりとして駅前で新茶

の試飲・無料配布、水沢茶農協（四日市市）…水沢茶農協等で新茶の試飲や神

社への新茶奉納パレード等 

対象者あたり一般財源充当額 17.2 17.6 19 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 亀山青空お茶まつり事業補助金 イベント実施への補助金交付 270    

廃止した時の影響 

亀山茶のＰＲを行う機会が減り、茶の消費拡大に影響する可能性がある。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫青空お茶祭りの開催などは、茶農協などが主体的にしてみてはど

うか。 

≪ワーキング指摘≫総合計画に記載があるものの、新茶の時期でない１０月に

開催されており、ブランドを志向する同計画の目的との整合にも疑問がある。 

ＤＤＤＤ班班班班－－－－２２２２    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 棚田保全事業 事業種別 直営 担当部室 192農政室 事業番号 25 

事業期間 平成 13 年  ～    記入者 水越いづみ 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

日本の棚田百選に認定された坂本棚田を保全し、次世代に継承していこうと

坂本棚田保存会が始め、地域の活性化につなげようと努力している。 

成果の内容 
継続して保全できている。また、都市住民との交流を通じて、里山に対する意

識啓発が図れている。 

指標名 保全面積 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
ha 20.8 20.8 20.8  

事業概要 

施設概要 

坂本地区棚田駐車場の維持管理（主にトイレの清掃、消耗品交換など）、野

上がりまつり支援（毎年 5月開催）、保存会補助金交付事務を行っている。 

対象者名 地区住民 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 133 124 121  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 第 1 次亀山市総合計画 3（5）④農地と農村景観の保全「棚田の保全活動を支

援するとともに、生産調整水田を活用し、景観作物の栽培による良好な農村

景観の保全に努めます。」 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

地区住民人口は減少傾向にあり、後継者不足のため、棚田の保全・維持協力者

を募る可能性がある。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

一部委託、補助金：棚田駐車場の維持管理を棚田保存会にお願いしている。ま

た、野上がりまつりは、坂本棚田野上がりまつり実行委員会から市に対し、補

助金交付とまつりの準備及び当日の協力を依頼されている。 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

坂本棚田保存会 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.07 0.07 0.07 正規職員 
人件費 515 513 525 従事人数(人)    

市における類似事業 なし 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 461 224 241 

支出合計 976 737 766 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 976 737 766 

近隣市町の状況 

丸山千枚田（熊野市）では、オーナー制度を導入し、棚田を保存している。 

対象者あたり一般財源充当額 7.4 6 6.4 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 平成 16～18 年度にかけ県営ふるさと水と土ふれあい事業により、棚田駐車場や

トイレ、散策小道等周辺環境の整備を行った。また、平成 12 年度以降、国から

交付されている中山間地域等直接支払金により農地の保全等を行っているが、

平成 22 年度以降の交付については未定である。 駐車場維持管理 謝礼、消耗品費、光熱水費 141 棚田保存会補助金 イベント（野上がりまつり）補助金 100 

廃止した時の影響 
棚田の維持・保全活動を PRする場がなくなり、地元の活性化が図れなくなる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫野上がりまつり支援については、地域の行事として定着しつつあ

ることから、地域が独自に実施できるよう職員の支援方法等を見直す必要があ

る。 

ＤＤＤＤ班班班班－－－－３３３３    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 成人式開催事業 事業種別 直営 担当部室 513 生涯学習室 事業番号 30 

事業期間 昭和 23 年  ～    記入者 浦野貴子 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

昭和 23 年に「国民の祝日に関する法律」制定以降、継続開催されている。

旧関町では、町民会館（現関文化交流センター）で、旧亀山市では文化会館

で開催してきた。現在は、文化会館で行っている。 

成果の内容 
例年、新成人のうち７～８割の参加者がある。催し物も工夫し、思い出に残る

成人式となるよう努力している。 

指標名 参加者数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人 465 495 490  

事業概要 

施設概要 

成人の日に記念式典を開催する。なお、２０年度は広報等で、新成人に限定

しない実行委員を募集する。 

対象者名 新成人 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 601 701 700  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 昭和 31 年 12月 1 日各都道府県教育委員会宛の文部事務次官通達に「主催は

市（区）町村教育委員会、市（区）町村としその他関係の機関、団体等これ

に加わることが望ましい。」と記載されている。 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

人口の増加に対して増える。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

自治会、コミュニティ等で新成人を把握し、お祝い品を渡している所もあるよ

うで、将来的に地元として、受皿となりうることも考えられる。 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.13 0.13 0.13 正規職員 
人件費 957 953 975 従事人数(人) 0.02 0.02 0.02 

市における類似事業 敬老会（高齢障害支援室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費 17 17 17 

事業費（予算・決算上） 1,023 1,277 1,200 

支出合計 1,997 2,247 2,192 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 1,997 2,247 2,192 

近隣市町の状況 

鈴鹿市では、１９年度に初めて鈴鹿サーキットレーススタンドで開催した。県

内すべての市町において行政主体で実施されている。 

対象者あたり一般財源充当額 3.4 3.3 3.2 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 成人式開催 協力者謝金、記念品代、会場借上料等 1,200    

廃止した時の影響 
市として、成人を祝う儀式の場がなくなる。現在でも開催日の問い合わせ等が

毎年数件あるので、廃止すれば多数の苦情が寄せられることが予想される。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫実行委員会に事務局から運営をまかせることで、委員会の責任と

実行性が高まる。参加しやすく、記憶に残るような式典を考えてほしい。 

≪ワーキング指摘≫法的にも総合計画、生涯学習計画等の計画でも要請がなく

市が実施する根拠がない。 

ＤＤＤＤ班班班班－－－－４４４４    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 鈴鹿峠自然の家施設管理事業 事業種別 直営 担当部室 513 生涯学習室 事業番号 31 

事業期間 平成 9 年  ～    記入者 城 隆郎 

根拠法令 なし 

根拠条例 鈴鹿峠自然の家の設置及び管理に関する条例 

必須業務の有無 有 

事業の経緯 

旧坂下小学校（文化財指定）の廃校を機に昭和 54 年関町立坂下青少年セン

ターとなり、平成 9 年から自然の中で学習活動を行う宿泊施設「鈴鹿峠自然

の家」として現在に至る。 

成果の内容 
リピーターが多く、ほぼ横ばいである。 

指標名 自然の家使用者数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人 3,214 3,000 3,000  

事業概要 

施設概要 

夏季、宿泊棟、プール、グラウンド、炊事棟、歴史民族資料館等を管理人２

名（臨時職員）で管理。当該施設では、キャンプ、バーベキューもできる。 

対象者名 市民（毎年度４月） 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 48,820 49,110 50,001  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 第１次亀山市総合計画 5（1）④活動のための施設整備と活用「青少年や市民

の自然体験の場として、また子どもたちが亀山の自然や環境について学ぶ場

として、天体観測設備など鈴鹿峠自然の家の充実を図ります。」 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

天体観測設備整備によって利用客が増える可能性がある。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料 956 912 1,000 

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 956 912 1,000 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

（財）地域社会振興会 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.2 0.2 0.2 正規職員 
人件費 1,472 1,465 1,500 従事人数(人) 1 1 1 

市における類似事業 石水渓野外研修施設（産業・観光振興室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費 1,222 1,004 1,328 

事業費（予算・決算上） 1,193 1,468 3,072 

支出合計 3,887 3,937 5,900 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 2,931 3,025 4,900 

近隣市町の状況 

廃校を利用した宿泊施設として、県内では、美杉ビレッジ（津市）、大杉谷自然

学校（大台町）、海ぼうず（南勢町）がある。 

対象者あたり一般財源充当額 0.1 0.1 0.1 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 施設維持管理業務 光熱水費、修繕費、警備保障等 3,072    

廃止した時の影響 
自然環境の中で集団体験活動を行う生涯学習施設がなくなる。また、主要事業

に位置づけられている天体観測施設の設置ができなくなる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫指定管理者制度の導入が可能であるように思われる。 

ＤＤＤＤ班班班班－－－－５５５５    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 同報無線通報業務 事業種別 直営 担当部室 147 市民サービス室 事業番号 10 

事業期間 平成 7 年  ～    記入者 小川雅司 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

旧通産省の産業再配置促進施設整備費補助金を受け、旧関町が広報無線局を

開設し、現在に至る。 

成果の内容 
定時の時報チャイムの他、各種市の行事の周知（随時）を行っている。 

指標名 使用頻度(チャイム) 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
回／日 3 3 3  

事業概要 

施設概要 

広報内容の録音放送を市民サービス室で、戸別受信機の管理及び貸与を危機

管理室で行っている。 

対象者名 旧関町地区人口 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 7,298 7,336 7,160  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 現行のまま新市に引継ぎ、合併時に関地域における非常時のサイレン吹鳴が

関支所の他、消防庁舎からも行えるよう、消防庁舎に遠隔装置を設置する。

なお、市庁舎への基地局設置については、新市の防災対策について充分研究、

協議を行いより有効的な通信手段を検討していく。（合併の調整結果） 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

人口は減少傾向にある。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

一部委託：機器のメンテナンスを民間業者に委託している。 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

なし 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.15 0.15 0.15 正規職員 
人件費 1,104 1,099 1,125 従事人数(人)    

市における類似事業 なし 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 1,858 1,816 1,816 

支出合計 2,962 2,915 2,941 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 2,962 2,915 2,941 

近隣市町の状況 

県内 14 市中の同報無線配備状況は、市内全域に配備している市が８市、一部配

備が４市（亀山市含む。）、未配備２市となっている。なお、未配備の２市（鈴

鹿市、名張市）は、平成 20 年度に基本設計を行う予定となっている。 

対象者あたり一般財源充当額 0.5 0.4 0.5 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 機器保守業務 保守業務委託料（危機管理室） 1,816    廃止した時の影響 

定時のチャイム（６、１１：３０、１７時）を生活の基盤としている人が結構見える。

機器故障時にはチャイムが鳴らなく子供が帰ってこない、なぜならない等苦情が多か

った。逆にならないのでありがたい。うるさい等の苦情もあったが、少数ではあった。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪室の意向≫本来は、防災上必要なものであり、危機管理上の設備である。 

≪職員提案≫旧関町のみであり平等性がないため廃止または配信を市内全域に

する。突発的に発生する災害や断水等を市民に早急に周知でき、行方不明者の

捜索等市民の協力を得るためにはかなり有効なため旧亀山も配信すべき。 

ＤＤＤＤ班班班班－－－－６６６６    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 みどりの少年隊活動補助事業 事業種別 補助金 担当部室 147 市民サービス室 事業番号 11 

事業期間 昭和 52 年  ～    記入者 小川雅司 

根拠法令 なし 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 無 

事業の経緯 

加太小学校の５､６年生で組織し、昭和５２年に発足し、現在に至る。実質

上、事務局は鈴鹿森林組合が行っており、次年度から環境森林保全室に事業

を移す予定である。 

成果の内容 
子供たちが自然（緑）を愛し、緑を育てるためにお互いに力を合わせ、社会に

役立つ自主的な活動を行えた。 

指標名 隊員数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人 15 13 13  

事業概要 

施設概要 

亀山市みどりの少年隊育成会の事務業務の支援として補助金を支出してい

る。なお、同会は、植樹、山林のゴミ拾い等の活動を行っており、補助金は、

主にその活動費用（消耗品費、食料費等）の一部として使用されている。 

対象者名 加太小学校５，６年生 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 15 13 13  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 環境基本計画実施計画１－③人材の育成・確保「体験学習などの環境教育現

場を補助できるよう、ボランティア登録制度を確立する」ため「緑化の教育

活動のサポート支援を行う。」 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

現在のまま推移すると思われるが、生徒数の減少が懸念される。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

補助金： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

鈴鹿森林組合 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 0.06 0.06 0.06 正規職員 
人件費 442 440 450 従事人数(人)    

市における類似事業 環境ボランティア育成（こどもエコクラブ事務局市窓口：環境保全対策室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上） 100 100 100 

支出合計 542 540 550 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 542 540 550 

近隣市町の状況 

四日市市、菰野町にみどりの少年隊が存在する。他の自治体においても以前は

行政が担っていたが、現在は、ほとんどが行政から切り離して活動している（隊

員の保護者が主となっている）。 

対象者あたり一般財源充当額 36.2 41.6 42.4 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 補助金  100    

廃止した時の影響 
補助金のみで活動しているわけではないが、活動は制限される。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫小学校の活動事業の一環であり、業務等を担う事務局を、学校又

は保護者に委ねるべきである。平成 19 年度に事務局が鈴鹿森林組合へ移転した

ため、事業を継続する必要がない。 

ＤＤＤＤ班班班班－－－－７７７７    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 加太出張所業務 事業種別 直営 担当部室 147 市民サービス室 事業番号 12 

事業期間 昭和 30 年  ～    記入者 小川雅司 

根拠法令 地方自治法第 155条第 1項 

根拠条例 亀山市支所及び出張所設置条例 

必須業務の有無 有 

事業の経緯 

昭和３０年に加太支所を設置し、合併後も引き続き設置している。 

成果の内容 
加太地区における窓口業務 

指標名 証明書発行者数 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
人 862 974 1,000  

事業概要 

施設概要 

林業総合センター内にあり、主に戸籍、住民票、印鑑証明等の交付窓口業務

を行っている。なお、センターはコミュニティとなっており、その中には、

森林組合もある。施設の維持管理及びセンターの利用受付はセンターの臨時

職員が行っている。 

対象者名 旧加太地区人口 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人 1,308 1,284 1,258  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 亀山市・関町合併協議会協議事項調整方針【協議第 54 号】新市における組

織機構の整備方針※具体的な整備の内容（３）出張所「現行の支所機能を維

持しつつ、複合施設の利用も視野に入れて活用する。」 

対
象

者
の

状
況
 将来の動向 

人口は減少傾向にある。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料 227 262 250 

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

単独（直営）： 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 227 262 250 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

なし 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人) 1 1 1 正規職員 
人件費 7,357 7,324 7,496 従事人数(人)    

市における類似事業 なし 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費    

事業費（予算・決算上）    

支出合計 7,357 7,324 7,496 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 7,130 7,062 7,246 

近隣市町の状況 

支所、出張所、連絡所、地区市民センターと呼び名はそれぞれ違うものの、当

市をはじめ県内各市（１４市）すべて出先機関を有し、住民票発行等の事務を

行っている。 

対象者あたり一般財源充当額 5.5 5.5 5.8 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし       

廃止した時の影響 
地区住民が関支所まで出向かなくてはならなくなる。    

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪室の意向≫嘱託職員による勤務を検討する。 

ＤＤＤＤ班班班班－－－－８８８８    



事事事事    業業業業    概概概概    要要要要    表表表表

事業名称 市長選挙事務 事業種別 直営 担当部室 703 選挙管理委員会事務局 事業番号 36 

事業期間 平成 21 年  ～ 平成 21 年  記入者 勝田利男 

根拠法令 公職選挙法第５条 

根拠条例 なし 

必須業務の有無 有 

事業の経緯 

今年度は、4 年に 1回の市長選挙の年となる。 

成果の内容 
投票受付支援システムの導入に伴い投票事務の効率化を図れた。 

指標名 投票率 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

これまでの成果

 

指標の推移 
％   70  

事業概要 

施設概要 

投票所、開票所借用・ポスター掲示場設置・立候補事前審査・立候補受付等

を行う。 

○投票所 ３１箇所 ○投票時間   午前 7時～午後8時 ○開票所 1箇所 

○開票時間   午後 9 時 30分～（ただし、選挙により変更の場合がある） 

○期日前、不在者投票所   ２箇所（亀山市役所､関支所） 

○ﾎﾟｽﾀｰ掲示場の設置 1８９箇所 

対象者名 
有権者 

単位 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 目標値 

対象者の推移 
人   38,730  

事業目的・事業の位置づけ（首長公約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、総合計画、緊急度など） 選挙を執行するため 

対
象

者
の

状
況
 

将来の動向 
亀山市の人口によって推移する。 

【収入】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 

使用料・手数料    

国支出金（補助率     ）    

委託の現状 

一部委託：ポスター掲示場設置及び撤去を委託している。また、期日前投票の

受付事務、開票の開被作業については人材派遣に委託している。 

県支出金（補助率     ）    

その他（ ）    

収入合計 0 0 0 

民
間

委
託
 

受け皿の存在 

投票所における受付事務及び開票の開被分類作業までは、受け皿になる可能性

がある。 

【支出】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 従事人数(人)   1.88 正規職員 
人件費   9,943 従事人数(人)   0.31 

市における類似事業 亀山市議会議員選挙（同室） 

人件費 臨 時 ,嘱託再雇用職員 
人件費   420 

事業費（予算・決算上）   19,875 

支出合計 0 0 30,238 

【収支】        千円 Ｈ18 実績 Ｈ19 実績 Ｈ20 見込 
一般財源充当額 0 0 30,238 

近隣市町の状況 

桑名市・四日市市・鈴鹿市・津市等近隣市町において、開票時の氏名読取機を

導入し、開票時間の短縮及び従事職員数の削減に努めている。四日市市は近年

の選挙において、電子投票を行っている。 

対象者あたり一般財源充当額   0.8 

事業名称 事業概要 事業費 
国、県の補助金の動向 なし 報酬・手当支払 投開票立会人報酬・職員手当 9,943 選挙公営代 選挙人のポスター、ビラ、車両借上げ 6,834 

廃止した時の影響 
市長選挙ができなくなる。 各種委託等 ポスター掲示場、受付名簿対象システム等 7,710 

   

   

主な事業費 

（H20見込） 

   

その他特記事項（事

業仕分けにかけた

い理由・留意すべき

点など） 

≪職員提案≫現在、投開票事務はほとんど職員により行われているが一般委託

できないか、人件費削減につながるのではないか。（他選挙も同様） 

ＤＤＤＤ班班班班－－－－９９９９    



    


